注記

１　重要な会計方針

（１）有形固定資産等の評価基準及び評価方法

原則として取得原価により計上しています。ただし、道路及び水路の敷地のうち、取得原価が不明なもの及び無償で移管を受けたものは備忘価額１円としています。なお、行政サービス提供能力が著しく減少した場合等は、相当の減額を行った後の価額で計上しています。また、物品（図書館資料を除く。）は、「吹田市物品分類基準」に基づき、取得価額が100万円以上の場合に計上しています。
（２）有価証券等の評価基準及び評価方法

ア　市場価格のある有価証券等

財務書類作成基準日における時価により計上しています。

イ　市場価格がない有価証券等

取得原価により計上しています。ただし、実質価額が著しく低下したものについては、相当の減額を行った後の価額で計上しています。
（３）有形固定資産等の減価償却の方法

「吹田市固定資産取扱要領」、「リース取引に関する会計基準」及び「吹田市物品分類基準」に定める耐用年数に基づき、定額法により算定しています。
（４）引当金の計上基準及び算定方法

ア　徴収不能引当金

長期延滞債権、未収金、貸付金及び基金貸付金の徴収不能又は回収不能に備えるため、徴収不能見込額又は回収不能見込額を計上しています。

イ　賞与等引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額等のうち、財務諸表作成基準日において発生していると認められる金額を計上しています。

ウ　退職手当引当金

職員に対する退職手当の支給に備えるため、財務諸表作成基準日において在職する職員が自己都合により退職するとした場合の退職手当要支給額を計上しています。
（５）リース取引の処理方法

ファイナンス・リース取引については通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっています。
（６）資金収支計算書における資金の範囲

地方自治法第235条の４第１項に規定する歳入歳出に属する現金としています。
（７）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項

ア　会計間の相殺消去

会計間の繰入繰出額及び債権債務額を相殺消去した金額で表示しています。

イ　消費税及び地方消費税の会計処理

税込方式によっています。
２　重要な後発事象

（１）重大な災害等の発生
大阪府北部地震（平成30年6月18日発生。吹田市：震度５強）により建物被害や人的被害等が発生し、その応急復旧に向けて取り組みました。

３　偶発債務

（１）係争中の訴訟等で損害賠償等の請求を受けているもの

	項目
	訴訟内容

	地位確認等請求事件
	本市の臨時雇用員であった原告の任用を、地方公務員法に規定する欠格条項に該当する等を理由に更新しなかったことが違法であるとして、本市の職員の地位にあることの確認、5,949,674円及び平成27年７月から判決確定の日まで月額160,802円並びにこれらに対する年５分の割合による金員並びに3,500,000円及びこれに対する年５分の割合による金員の支払を求める訴え


４　追加情報

（１）対象範囲（対象とする会計名）

一般会計、部落有財産特別会計、交通災害・火災等共済特別会計、勤労者福祉共済特別会計、
公共用地先行取得特別会計、病院事業債管理特別会計

（２）一般会計等と普通会計の対象範囲等の差異

一般会計等は、普通会計の対象範囲に加えて、介護サービス事業及び交通災害共済事業を対象としています。
（３）地方自治法第235条の５の規定により出納整理期間が設けられています。当会計年度に係る出納整理期間（平成30年４月１日～５月31日）における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。
（４）各項目の金額を表示単位未満で四捨五入しているため合計等の金額が一致しない場合があります。
（５）地方公共団体財政健全化法における健全化判断比率の状況

	実質赤字比率
	連結実質赤字比率
	実質公債費比率
	将来負担比率

	－ 
	－ 
	-2.2 
	－ 


（６）繰越事業に係る将来の支出予定額

	区分
	金額

	繰越明許費（一般会計）
	3,989,330千円


（７）売却可能資産に係る資産科目別の金額及びその範囲

売却可能資産の範囲は、翌年度予算において、財産収入として措置されている公共資産としています。今年度は、該当する資産はありません。
（８）基金借入金（繰替運用）の内容

	
	期間
	繰替使用額

	財政調整基金
	平成29年4月14日～平成29年6月2日
	200,000千円

	財政調整基金
	平成29年4月21日～平成29年5月31日
	1,200,000千円

	財政調整基金
	平成29年4月25日～平成29年5月31日
	800,000千円

	財政調整基金
	平成29年4月28日～平成29年6月2日
	500,000千円

	財政調整基金
	平成29年4月28日～平成29年5月31日
	7,000,000千円

	財政調整基金
	平成29年5月1日～平成29年5月26日
	300,000千円

	財政調整基金
	平成29年5月2日～平成29年5月26日
	620,000千円

	都市計画施設整備基金
	平成29年5月2日～平成29年5月22日
	880,000千円

	財政調整基金
	平成30年2月15日～平成30年3月30日
	2,200,000千円


（９）地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額に含まれることが見込まれる金額
48,698,253千円
（10）将来負担に関する情報（地方公共団体財政健全化法における将来負担比率の算定要素）

将来負担額




　98,416,349千円
［内訳］地方債残高



　55,158,069千円
　　　　　　　　債務負担行為支出予定額


 　3,478,412千円
　　　　　　　　公営事業地方債負担見込額


　23,109,224千円
　　　　　　　　一部事務組合等地方債負担見込額

 　        0千円
　　　　退職手当負担見込額


　16,670,644千円
　　　　　　　　第三セクター等債務負担見込額

         　0千円
　　　　　　　　連結実質赤字額



         　0千円
　　　　一部事務組合等実質赤字負担額

         　0千円
基金等将来負担軽減資産



 126,052,070千円
［内訳］地方債償還額等充当基金残高

　24,396,454千円
　　　　　　　　地方債償還額等充当歳入見込額

　32,660,769千円
　　　　　　　　地方債償還額等充当交付税見込額

　68,994,847千円
（差引）将来負担すべき実質的な負債

△27,635,721千円
（11）地方自治法第234条の３に基づく長期継続契約で貸借対照表に計上されたリース債務金額

　　　298,413千円
（12）純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容

貸借対照表の純資産における固定資産等形成分とは、資産形成のために充当した資源の蓄積をいい、固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金を加えた額を計上しています。また、余剰分（不足分）とは、費消可能な資源の蓄積（原則として金銭）をいい、流動資産（短期貸付金及び基金を除く）から負債を控除した額を計上しています。
（13）基礎的財政収支
　業務活動収支（支払利息支出を除く。）
  8,772,138千円

　投資活動収支


　　　 △10,055,279千円

基礎的財政収支



△1,283,141千円
（14）既存の決算情報との関連性

ア　地方自治法第233条の規定に基づく決算情報との関連性

ストック情報（資産・負債）や現金支出を伴わないコストを発生主義で認識しています。
イ　吹田市新公会計制度の財務諸表との関連性
吹田市新公会計制度による財務諸表と次の内容が異なります。

	区分
	総務省が示す統一的な基準による財務書類
	吹田市新公会計制度の財務諸表

	作成の単位
	一般会計及び公営事業会計以外の特別会計（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２条第１号に規定する「一般会計等」）を「一般会計等財務書類」として作成するため、吹田市新公会計制度の「各会計合算財務諸表」のうち、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療の各事業は含めない。それらは、水道事業及び下水道事業と合わせて「全体財務書類」に含む。
	一般会計及び吹田市特別会計条例に規定する特別会計それぞれについて作成し、それらを合算したものを「各会計合算財務諸表」として作成（歳入歳出決算の範囲と同じ）



	有形固定資産計上基準
	取得原価が判明しているものは原則として取得原価とし、取得原価が不明なものは原則として再調達原価。ただし、道路、河川及び水路の敷地については、昭和59年度以前に取得したもの、取得原価が不明なもの、無償で移管を受けたものは原則として備忘価額１円。
	原則として取得原価。ただし、交換、受贈等により取得した資産は公正な評価額。

	市税収入等の表示区分
	純資産変動計算書に「財源」として表示
	行政コスト計算書の「経常収支の部」に表示

	出資金の減損
	実質価額等が資産価額に比べ３０％以上低下した場合に実施
	実質価額等が資産価額に比べ５０％以上低下した場合に実施

	公園に係る資産の区分
	インフラ資産に区分
	事業用資産に区分

	負債勘定
	投資損失引当金、損失補償等引当金は計上する
	投資損失引当金、損失補償等引当金は計上しない

	貸借対照表の表示
	固定性配列法による
	流動性配列法による


（15）資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳

	資金収支計算書の業務活動収支

減価償却費

徴収不能引当金の増減額

退職手当引当金の増減額

賞与引当金の増減額

未収金の増減額

固定資産除売却損益

資本的国県等補助金等

その他の資産・負債の増減額

純資産変動計算書の本年度差額
	8,220,435千円

△9,092,191千円

150,587千円

65,920千円

△57,549千円

△63,448千円

538,229千円

2,605,008千円

△276,788千円

2,090,204千円
	


（16）一時借入金の状況
一時借入金の借り入れはありません。なお、一時借入金の限度額は10,000,000千円です。
（17）重要な非資金取引
	道路に係る土地及び工作物の寄附取得
	72,900千円


（18）その他財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項

ア　固定資産の減損の状況

減損の兆候があるもの（ただし減損を認識したものを除く）
事業用資産（行政財産）

	用途
	種別
	場所
	帳簿価額（円）
	減損の兆候の概要
	複数の固定資産を一体として行政サービスを提供するものと認めた理由
	減損を認識しない根拠

	市役所本庁舎　職員会館
	建物
	吹田市泉町１丁目3-40
	14,264,093
	利用実績の低下（年間利用コマ数15%）
	-
	使用を継続

	吹田第一小学校
	建物
	吹田市元町30-35
	131,474,122
	利用実績の低下（在学児童数41%）
	-
	使用を継続

	吹田第二小学校
	建物
	吹田市泉町３丁目15-18
	68,151,495
	利用実績の低下（在学児童数39%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	62,760,586
	
	
	

	吹田東小学校
	建物
	吹田市幸町20-1
	341,101,559
	利用実績の低下（在学児童数34%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	65,090,965
	
	
	

	吹田第六小学校
	建物
	吹田市南清和園町43-1
	194,163,520
	利用実績の低下（在学児童数36%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	48,662,877
	
	
	

	東佐井寺小学校
	建物
	吹田市五月が丘西4-1
	450,806,213
	利用実績の低下（在学児童数43%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	76,841,064
	
	
	

	岸部第一小学校
	建物
	吹田市岸部中２丁目19-1
	274,092,774
	利用実績の低下（在学児童数19%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	72,701,404
	
	
	

	岸部第二小学校
	建物
	吹田市岸部北４丁目12-1
	746,395,631
	利用実績の低下（在学児童数44%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	357,136,659
	
	
	

	豊津第二小学校
	建物
	吹田市江坂町２丁目5-1
	335,584,506
	利用実績の低下（在学児童数48%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	82,532,160
	
	
	

	山田第三小学校
	建物
	吹田市山田西１丁目4-1
	313,328,101
	利用実績の低下（在学児童数28%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	63,292,767
	
	
	

	山田第五小学校
	建物
	吹田市山田西１丁目6-1
	294,868,126
	利用実績の低下（在学児童数36%）
	-
	使用を継続

	西山田小学校
	建物
	吹田市山田西２丁目10-1
	518,898,517
	利用実績の低下（在学児童数35%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	121,414,902
	
	
	

	北山田小学校
	建物
	吹田市山田北1-1
	500,483,961
	利用実績の低下（在学児童数39%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	76,740,881
	
	
	

	高野台小学校
	建物
	吹田市高野台２丁目16-1
	58,940,247
	利用実績の低下（在学児童数35%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	38,152,115
	
	
	

	津雲台小学校
	建物
	吹田市津雲台４丁目7-1
	29,893,103
	利用実績の低下（在学児童数42%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	41,366,377
	
	
	

	青山台小学校
	建物
	吹田市青山台２丁目5-1
	77,193,047
	利用実績の低下（在学児童数19%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	127,052,930
	
	
	

	千里たけみ小学校
	建物
	吹田市竹見台３丁目3-1
	59,961,888
	利用実績の低下（在学児童数30%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	99,574,742
	
	
	

	第二中学校
	建物
	吹田市岸部北１丁目21-1
	452,127,889
	利用実績の低下（在学生徒数21%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	502,813,326
	
	
	

	第三中学校
	建物
	吹田市中の島町3-51
	291,923,863
	利用実績の低下（在学生徒数40%）
	-
	使用を継続

	第五中学校
	建物
	吹田市幸町21-1
	392,968,464
	利用実績の低下（在学生徒数49%）
	-
	使用を継続

	南千里中学校
	建物
	吹田市桃山台４丁目2-1
	473,810,018
	利用実績の低下（在学生徒数44%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	534,553,207
	
	
	

	豊津西中学校
	建物
	吹田市豊津町6-1
	278,622,489
	利用実績の低下（在学生徒数37%）
	-
	使用を継続

	西山田中学校
	建物
	吹田市山田西２丁目11-1
	475,573,559
	利用実績の低下（在学生徒数36%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	544,752,381
	
	
	

	高野台中学校
	建物
	吹田市高野台４丁目5-1
	237,415,045
	利用実績の低下（在学生徒数46%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	262,470,717
	
	
	

	青山台中学校
	建物
	吹田市青山台４丁目
	57,693,024
	利用実績の低下（在学生徒数33%）
	-
	使用を継続

	竹見台中学校
	建物
	吹田市竹見台１丁目3-1
	152,235,662
	利用実績の低下（在学生徒数44%）
	-
	使用を継続

	古江台中学校
	建物
	吹田市古江台１丁目1-1
	250,632,430
	利用実績の低下（在学生徒数36%）
	一体として学校としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	284,899,060
	
	
	

	吹田第一幼稚園
	建物
	吹田市元町30-44
	12,975,457
	利用実績の低下（在園児数49%）
	-
	使用を継続

	吹田第三幼稚園
	建物
	吹田市高城町18-39
	19,194,539
	利用実績の低下（在園児数34%）
	-
	使用を継続

	千里新田幼稚園
	建物
	吹田市春日４丁目10-1
	16,862,525
	利用実績の低下（在園児数45%）
	-
	使用を継続

	江坂大池幼稚園
	建物
	吹田市江坂町３丁目13-1
	15,546,460
	利用実績の低下（在園児数41%）
	-
	使用を継続

	消費生活センター
	建物
	吹田市朝日町2-203
	27,417,907
	利用実績の低下（年間相談件数48%）
	-
	使用を継続

	千一コミュニティセンター
	建物
	吹田市原町２丁目12-2
	59,363,133
	利用実績の低下（年間利用コマ数25%）
	-
	使用を継続

	佐竹台市民ホール
	建物
	吹田市佐竹台２丁目5-1
	104,595,997
	利用実績の低下（年間利用コマ数34%）
	-
	使用を継続

	高野台市民ホール
	建物
	吹田市高野台１丁目6-1
	102,361,757
	利用実績の低下（年間利用コマ数25%）
	-
	使用を継続

	津雲台市民ホール
	建物
	吹田市津雲台４丁目1-1
	103,087,132
	利用実績の低下（年間利用コマ数25%）
	-
	使用を継続

	桃山台市民ホール
	建物
	吹田市桃山台２丁目5-5
	1
	利用実績の低下（年間利用コマ数33%）
	-
	使用を継続

	竹見台市民ホール
	建物
	吹田市竹見台３丁目5-3
	36,538,763
	利用実績の低下（年間利用コマ数30%）
	-
	使用を継続

	藤白台市民ホール
	建物
	吹田市藤白台２丁目9-1
	136,030,810
	利用実績の低下（年間利用コマ数32%）
	-
	使用を継続

	文化会館　メイシアター
	建物
	吹田市泉町２丁目29-1
	1,305,424,925
	利用実績の低下（年間利用コマ数0%）
	一体として施設としての用を成しているため
	使用を継続

	
	工作物
	
	452,005,091
	
	
	

	北千里市民プール
	建物
	吹田市藤白台５丁目5-2
	21,415,029
	利用実績の低下（年間利用者数25%）
	-
	使用を継続

	千里丘児童会館
	建物
	吹田市千里丘上26-19
	17,354,306
	利用実績の低下（年間利用者数21%）
	-
	使用を継続

	山田西児童センター
	建物
	吹田市山田西１丁目5-1
	91,974,534
	利用実績の低下（年間利用者数46%）
	-
	使用を継続

	寿町児童センター
	建物
	吹田市寿町２丁目8-16
	65,983,043
	利用実績の低下（年間利用者数47%）
	-
	使用を継続

	南山田デイサービスセンター
	建物
	吹田市尺谷27-1
	141,150,620
	利用実績の低下（年間利用者数49%）
	-
	使用を継続

	休日急病診療所
	建物
	吹田市出口町19-2
	38,847,037
	利用実績の低下（年間受診者数0%）。現在は目的外使用。今後、当初の行政目的で使用予定。
	-
	使用を継続

	市営岸部中住宅　西ＡＢＣ号館
	建物
	吹田市岸部中１丁目10
	4,290,411
	利用実績の低下（入居戸数33%）、建替事業施行による募集停止
	-
	使用を継続

	市営岸部中住宅　ＥＦＧ号館
	建物
	吹田市岸部中２丁目8
	9,367,977
	利用実績の低下（入居戸数36%）、建替事業施行による募集停止
	-
	使用を継続

	市営岸部北住宅
	建物
	吹田市岸部北１丁目
	15,102,145
	利用実績の低下（入居戸数30%）、建替事業施行による募集停止
	-
	使用を継続

	阪急山田駅前南自転車駐車場
	建物
	吹田市津雲台５丁目19-5
	87,257,222
	利用実績の低下（利用台数40%）
	-
	使用を継続

	千里花とみどりの情報センター
	建物
	吹田市津雲台１丁目2-1
	54,056,423
	利用実績の低下（年間利用者数44%）
	-
	使用を継続

	岸二地区公民館
	建物
	吹田市岸部北４丁目15-20
	13,706,550
	利用実績の低下（年間利用者数47%）
	-
	使用を継続

	旧西尾家住宅　吹田文化創造交流館
	建物
	吹田市内本町２丁目15-11
	149,440,000
	利用実績の低下（年間入館者数42%）
	-
	使用を継続


イ　固定資産が新たに判明したことにより、純資産変動計算書の「無償所管換等」に1,809,017千円を計上しています。
ウ　大阪外環状鉄道株式会社及び公益財団法人吹田市文化振興事業団に対する出資金の実質価額が著しく低下していますが、回復が見込めることから実質価額による評価は行っていません。なお、貸借対照表価額と実質価額との差額はそれぞれ228,110千円、83,583千円です。

